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第２章 
・ １要素ごとの景観の特徴 

第２章 景観の現況と特性 

１ 要素ごとの景観の特徴 

（１）景観の現況と特性を捉える要素 

大阪市の景観の現況と特性を、「地勢の要素」「都市基盤の要素」「歴史・伝統の要素」「都市

空間の要素」「活動・営みの要素」の５つの要素から捉え、それぞれの特徴を挙げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特性を捉える要素と視点 

地勢の要素 ・地盤高さと水面の分布から、台地などの高低差や河川など、景観の基礎とな

っている地勢の要素を把握します。 

都市基盤の要素 ・市街地形成の歴史的背景や履歴等からみて、景観上影響が大きいと考えられ

る基盤及び埋立により形成された土地等による、面的な要素のまとまりを把

握します。 

歴史・伝統の要素 ・文化財（建造物）、寺社及び旧街道筋等の位置やそれらの周辺のまちなみの特

徴などから、景観における歴史・伝統の要素を把握します。 

都

市

空

間

の

要

素 

面的な空間 

要素 

・土地利用、実容積率、敷地規模等から、景観における面的な要素のまとまり

を把握します。 

・また建物の主用途、階数、構造等の分布により、都心部の中でも特性が異な

るまとまりについて把握します。 

軸的な空間 

要素 

・河川、海岸線や幹線道路などの、都市空間における連続する軸的な景観要素

の分布を把握します。 

・また、幹線道路沿道の建物高さの状況により、街路景観が形成されている範

囲を把握します。 

拠点的な空間 

要素 

・風致地区等のみどりの拠点、観光地等のにぎわいの拠点、都市開発が進む地

区や主要鉄道駅から、都市空間における拠点的な景観要素の分布を把握しま

す。 

活動・営みの要素 ・伝統的な祭事、まちづくりの取り組みや市民アンケート等から、人が集まる

拠点や取り組みに着目し、景観における活動・営みの要素を把握します。 

関連計画等から 

捉える景観 

・「大阪都市魅力創造戦略 2020」、「大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、

「新・大阪市緑の基本計画」、「大阪光のまちづくりアクションプラン 2020

構想」など、景観形成の上位及び関連分野の計画を整理することで、今後、

形成され得る景観を捉えます。 

  

都市基盤の要素 

歴史・伝統の要素 

都市空間の要素 

活動・営みの要素 

景観の特性を捉えるイメージ 

地勢の要素 
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（２）各要素の特徴 

１）地勢の要素 

○地盤高さと水面 

・高低差のある上町台地では、坂や低地を見

下ろす眺望点などにおいて、地形による３

次元的な視点場、視対象の関係が形成され

ています。平坦な市街地の中にあって、高

低差による立体的で変化のある景観が特

徴です。 

・淀川、大川や木津川などの河川は市街地を

横断し、景観の広がりを分断するエッジと

なるだけでなく、都心部では軸的な景観要

素として認識されます。さらに連続するオ

ープンスペースが市街地を区切るエッジ

となり、また水面が景観にうるおいを与え

ています。 

・本市の海岸線は埋め立てにより形成されて

きた入り組んだ地形をしており、水面を挟

んで対岸のまちなみが望めるなど、景観に

奥行を与えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）都市基盤の要素 

○市街地景観の変遷 

古代の大阪と難波宮 

古代の大阪は、大阪湾につながった河内湖が現在の大阪平野から生駒山麓まで広がり、上町

台地が半島のように突き出ていたところでした。 

大川 

淀川 

木津川 

上町台地 

地盤高さ 

【出典：大阪市 100 年のあゆみ】 大阪市の地盤高さ 



 

7 

第２章 
・ １要素ごとの景観の特徴 

また大阪は海に面し、背後に奈良をはじめ近畿地方

の諸地域を控えていた要衝の地であり、「難波津（なに

わづ）」と呼ばれた国際港が設けられていました。４世

紀の後半から遣新羅使や遣隋使・遣唐使などを通し、

朝鮮半島や中国大陸などとの交流が盛んに行われるに

つれ、海外の文化・技術・情報などを受け入れる我が

国の国際交流の窓口として重要な役割を担ってきまし

た。７世紀に難波津に近い場所に「難波宮」が造営さ

れてからは、約 150 年に渡り大阪は我が国の政治・文

化の中心地であっただけでなく、渡来人たちも居住す

る国際都市でもありました。こうしたことから、古代

から文明が発達していた上町台地上には現在でも歴史

的な資産が数多く残されています。 

蓮如による石山本願寺寺内町の形成 

1496（明応５）年には、現在の大阪城が位置する上町

台地の北端に、浄土真宗の僧蓮如により、石山本願寺（当

初石山御坊）が建立されたといわれています。この境内で

は商人等が住まう「寺内町」が形成され、「大坂」という

まちが誕生しました。 

碁盤目状の市街地基盤と“水都”の形成 

近代都市大阪の母体となる“まちづくり”は、石山

本願寺跡での豊臣秀吉による大坂城の築城と、武家

屋敷、寺町、町人町等で構成する壮大な城下町の建

設が始まりでした。武家屋敷は城の南と西に、寺町

は大川北岸の天満と城の南側の上町及び谷町に、町

人町は東横堀川西の船場及び天満に計画的に定め

られました。これらの市街地の造成には、東横堀川、

天満堀川、西横堀川、阿波堀川を開削した際に出た

土砂が用いられました。道路に囲まれた街区の大き

さは、東横堀と西横堀の間では、ほぼ 42～３間（約

78ｍ）の正方形が標準で、道路の幅は、大坂城に向

かう東西方向の道路が主軸で４間５分（約８ｍ）に、南北方向の道路は３間３分（約６ｍ）に

定められていました。この街割りは現在においても継承されており、まさに都心中央部の基盤

形成の起源といえます。 

豊臣時代にその姿を整えた大坂の城下町は、1615（元和元）年夏の陣で市街地建物はすべて

江戸時代の大阪の街割（出展：国宝大阪全図） 

石山本願寺門前町繁昌之図  

古代大阪の海岸線 
（出展：梶山太郎・市原実著『大阪平野のおいたち』） 
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焼亡し、堀川・道路等の公共基盤だけが残されましたが、その後に大坂城主となった松平忠明

による積極的な“まちづくり”により、戦災地が復旧されました。1615（元和元）年に工事途

中の道頓堀川を開削し市街地を南に拡張し、これ以降も、低湿地であった西横堀以西に堀川を

開削、その土砂で盛土する宅地造成に着手するとともに、市中に散在していた大小の寺院や墓

地を市街の外側に集中移転させ寺町を形成するなど、忠明が手がけてから 10 数年間にほぼ市

街は整理され、いわゆる「水の都」としての基礎が築かれました。 

天下の台所 ‐大阪三郷と蔵屋敷のまち中之島の形成‐ 

江戸時代の大阪は、大坂城や武家屋敷地、中之島など

の他は、北組（大川以南本町筋まで）、南組（本町筋以

南）、天満組（大川以北）の三郷の自治組織に分けられ、

「大阪三郷」と呼ばれる町人町でした。中之島及びその

対岸では、旧淀川の水運をいかし、多くの大名により 100

を超える白壁の蔵屋敷が置かれ、地方から運び込まれる

米や物産の取引の一大拠点となり、また大阪三郷におい

て様々な物資が加工され移出されるなど、わが国の生

産・流通・金融を一手に担い、「天下の台所」と呼ばれる繁栄を築いていきました。その後 1871

（明治４）年に蔵屋敷は廃止されましたが、現在の中之島の大規模な区画割にその名残が残さ

れています。 

町人町としての都心中央部の発展と遊興地としての都心南部の発展 

船場を中心とする都心中央部では、17 世紀の終わりごろから 18 世紀にかけて、まちの発展

に伴い商業も活性化し、生活が豊かになった大阪の町人の間では、より生活を楽しむという意

識が強くなり、学問や娯楽文化が盛り上がりました。船場では、適塾を筆頭に、現在において

も当時の文化が伺える歴史的資源が点在しています。 

一方、道頓堀では 1616（元和２）年以降、芝居小屋

が立地しはじめ、歌舞伎、浄瑠璃、舞、説経、からくり

など様々な芝居が催される芝居町が形成されました。中

でも竹本座（後に浪花座）、中座、角座、朝日座、弁天

座は道頓堀５座として後世まで名を残すこととなりま

した。道頓堀芝居町の南側に新たに開かれた難波新地に

は料理屋が軒を連ね、相撲興行をはじめ見せ物興行が盛

んでありました。多くの劇場と芝居茶屋が立ち並ぶ道頓

堀の南側一帯は芝居・興行の中心地として盛り場の歴史

を歩みはじめました。 

一方、江戸時代は刑場や墓地であった千日前は、1877

（明治 10）年頃には新興の盛り場となり、道頓堀ととも 「浪花百景」道頓堀角芝居 

大坂北中ノ島蔵屋敷の図 
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に、「ミナミ」の歓楽地帯を形成するようになりました。ミナミでは、現在でも関西有数の繁華

街として、活気あるにぎわいの景観が形成されています。 

明治維新後の都市の近代化 

1869（明治２）年に大阪三郷が廃止され、東・西・南・

北の４大組が置かれ、その後数度の再編成を経て、1889（明

治 22）年に大阪市が誕生し、同４区を継承しました。人口

は明治維新前後に 26 万人まで減少していましたが、市政発

足時は 47 万人、1897（明治 30）年代後半に入ると 100 万

人を超え、市街地が無秩序に拡大し、様々な都市問題がクロ

ーズアップされるようになります。 

1919（大正８）年には、都市計画法や市街地建築物法など

が公布され、計画的に都市建設を進める法制度の充実が図ら

れたことを受け、御堂筋などの都市計画道路整備や建築線制

度を活用した道路拡張など、都心部の高機能化が進められま

した。 

また、都心部の整備と並行し、市域拡張に合せて新たに編入する区域で行われた組合土地区

画整理事業など、都市基盤整備が着々と進められました。現在の周辺市街地部における整然と

したまちなみの殆どは、このような民間の事業により整備されたものです。 

「大大阪」時代の発展 

20 世紀に入って、人口の集中化が進み、住宅不足などの問題も大きくなりました。そこで本

市は、都心周辺部と周辺市街地部の開発を計画的に進めるため、1925（大正 14）年に周辺の

町村と合併しました。その結果、人口・面積で日本一となり、名実共に全国第一の都市「大大

阪」として名を馳せることとなりました。商工業も日本一の発展を見せ、周辺市街地部には工

業地帯が乱立する一方、都心中央部では、実業家等により業務系建築が多数建てられました。

これらは、現在、近代建築として市民に親しまれ、「商都」の誇りを今に伝えています。 

景観形成の取組みとしては、1934（昭和９）年、大阪城、大阪駅前、御堂筋、中之島等にお

いて市街地建築物法による美観地区を指定しました。 

大阪駅前のまちづくり 

大阪駅は、現在でこそ都心となっていますが、1874（明治７）年の駅開業当時は周辺に田園

が広がっていました。その後、駅前の一帯は、戦前における公共団体施行の土地区画整理事業

として、約 5ha の地域において、1935（昭和 10）年に、旧都市計画法第 13 条の規定により内

務大臣の施行命令を受けて事業が開始され、1940（昭和 15）年には事業を完了しました。闇

市が広がっていた大阪駅前はこの大規模な面的整備事業により、玄関口として、現在の落ち着

いた景観を形成するに至りました。 

【完成当時(1937(昭和 12)年)の御堂筋】 
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戦後のまちづくり ‐戦災復興に伴う基盤整備と車社会への対応、都心の高度利用化 ‐ 

戦後の本市の復興にあたっては、土地区画整理事業を中心にまちづくりが進められてきまし

た。これにより戦災被害の大きかった都心周辺部では、公園等の都市施設を充足しながら現在

のまちなみを形成していきます。 

高度経済成長期には、自動車交通の激増や市周辺部の急速な市街化が進んだため、都心中央

部から都心周辺部の高架道路整備、交差点の立体交差化、周辺市街地部の幹線道路整備や緑化

の推進などの新たなまちづくりが行われました。これにより、都心中央部ではスケール感のあ

る立体的な都市景観が形成されました。 

また、1961（昭和 36）年には新大阪駅周辺において、同駅と都心中央部を連絡する幹線道

路等の整備及びその周辺地域の土地利用の増進を目的として、新大阪駅周辺土地区画整理事業

が行われるなど、新幹線を始めとする技術の進展に合わせ大阪のまちも変化してきました。 

さらに、万博以降は、従来から行ってきた諸施策の内容の一層の高度化を図るとともに、新

たな施策を加え、新時代への“まちづくり”をめざした多様な施策展開により、活動的な現在

の大阪が形作られてきました。 

○臨海部の市街地形成の経緯 

在来臨海部の形成と貿易港としての発展 

埋立により市域の大部分を築いてきた大阪ですが、

現在の臨海部は明治中期以降に形成されたものです。

大洪水を契機とし、川幅 550〜800m に及ぶ新淀川

の開削事業が行われました。これにより、旧淀川（現

在の大川〜安治川）からの土砂堆積の心配がなくな

り、従来までの川口港に代わり、安治川と木津川の

河口に新たに港を建設する築港事業が 1897（明治

30）年から進められました。この大事業により、大

阪は近代港をもつ国際都市としてさらなる発展を遂

げました。 

また、第二次世界大戦での被害が極めて大きかっ

た大阪港ですが、1947（昭和 22）年からの大阪港復

興計画によりみごとに復興を遂げ、工業を中心とした多数の産業が集積しました。 

さらに、1950（昭和 25）年のジェーン台風や 1961（昭和 36）年の第 2 室戸台風の教訓を踏

まえ、防潮堤の造成や盛土による総合的な高潮対策が進められました。これにより、大規模な

浸水被害はなくなりました。 

この際に立てられた大阪港修築計画では、安治川・尻無川の河川拡幅による大阪港の「内港

化」が行われ、港湾施設の近代化と都心からの距離の短縮が図られました。 

大阪市築港計画図（1896（明治 29）年時点） 

（出典：「おおさかのまちづくり」） 
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新臨海部の形成と大阪港の多機能化 

1958（昭和 33）年からの咲洲の埋立を皮切りに、臨海工業用地として新臨海部（北港・南

港）開発が始まり、再び大阪港の「外港化」が進められました。1967（昭和 42）年以降は、

主目的を国外との貿易にシフトするなど、ニーズや社会情勢に応じ、段階的に臨海部の整備・

利用がなされてきました。 

さらに、大阪港は、その利便性を向上させるべく、フェリーターミナル・コンテナターミナ

ルや、鉄道・道路・橋梁といった港湾施設や基盤施設にとどまらず、レクリエーション施設や

国際交流施設、ニュータウンなど利用を多岐に広げてきました。 

この様な経緯により、大阪の臨海部では、現在の入り組んだ海岸線が形成され、対岸の建物が

見渡せるなど、大阪港ならではの景観が形成されるとともに、多様な表情を持つ海辺のまちな

みが生み出されました。 

 

 

 

 

 

  

【出典：大阪市港湾局】 
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３）歴史・伝統の要素 

・文化財（建造物）及び名勝・史跡公園等は市域全域に分

布していますが、特に船場や夕陽丘、住吉大社周辺に集

積しています。 

・寺社については、市域全域に分布していますが、特に夕

陽丘に集積が見られます。 

・旧街道沿いの近世以前に起源のある市街地には寺社をは

じめ伝統的な建物も多く立地し、平野郷など、歴史性を

感じさせる景観が形成されています。 

・船場を中心とした都心中央部においては、多くの文化財

や近代建築が分布し、高層ビルのまちなみの中でアクセ

ントとなり、景観に深みを与えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  大和田街道 

中国街道 

能勢街道 

蒲田街道 
亀岡街道 

京街道 

暗越奈良街道 

奈良街道 

紀州街道 

熊野街道 

大阪倶楽部 

 

夕陽丘付近の社寺群 

 

【出典：大阪市の旧街道と坂道、GIS 土地利用現況図データ（H25）】 

（注）名勝・史跡公園等は府または市が整備したものを掲載 

歴史的・文化的資源と旧街道筋 

 

夕陽丘 

船場 

住吉大社周辺 

平野郷 
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第２章 
・ １要素ごとの景観の特徴 

４）都市空間の要素 

①面的な空間要素 

・本市では、都心部に業務・商業系用途、臨海部に工業系

用途が集中しており、周縁部は概ね住居系用途となって

います。 

・さらに都心部は業務系用途が卓越する都心中央部のエリ

アと、大阪駅周辺、道頓堀周辺などの商業系用途が卓越

するエリアに分けられ、これらのエリアでは容積率が高

くなっています。一方、臨海部については、大規模な敷

地の分布と低い建物容積が特徴として見られます。 

・都心部、臨海部、一般市街地で基本的な土地利用の構成

が異なるため、景観の特性も大きく異なっています。 

・都心部では高密度の建築物群による景観が、臨海部では

大規模な建築物や構造物による大スケールな景観が、一

般市街地ではヒューマンスケールの景観が大きな特性で

す。 

・さらに都心部では業務系用途が多いエリアと、商業系用

途が多いエリアではまちなみの特徴は異なっています。 

 

②軸的な空間要素 

 

○河川・海岸線 

・河川は、沿川に建築物等が連続することで“かわなみ”

を形成するとともに、船舶の運航により河川自体が線状

に移動する視点場となり連続性に富んだ景観を提供する

など、景観上骨格的な役割を担っています。 

・淀川、大和川、神崎川は、広幅員で自然堤防（土堤）と

高水敷を有する河川であることから、パノラマ景観が広

がっています。 

・大川（※）、堂島川（※）、土佐堀川は、広幅員で自然に蛇行

する河川であり、都心近郊の市街地内にあって連続する

オープンスペースとして軸的な景観要素となっています。 

・道頓堀川、東横堀川は、中小規模で直線的な人工河川で

あり、都心部に位置することから、沿川の建物が高密度

に立地しています。 

臨海部（南港付近） 

 

淀川 

都心部（四つ橋筋沿道） 

大川 
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第２章 
・ １要素ごとの景観の特徴 

・安治川、尻無川、木津川は、臨海部付近は護岸が高くな

り、パブリックアクセスが低い状況になりますが、一部

区間には親水性の高い空間を有するスーパー堤防が整備

されています。また沿川の建物は工場や倉庫の割合が高

い状況にあります。 

（※）大川、堂島川の正式名称は旧淀川ですが、本景観計

画においては、以下「大川」「堂島川」と称します。 

 

  

木津川 

東
横
堀
川 

道頓堀川 

木
津
川 

大
川 


